
（1）　　 長 野 県 教 育 文 化 会 議　　　 教 文 通 信　No. 288　(2024-3)　　　　2024 年 7 月 17 日 発 行

教文 HP は「長野県教文会議」   https://kyobun-kaigi.org/

今号の記事
01-02

暑い夏を熱い学びの時間に
03

「高校における
生徒のキャリア意識形成」
を考える総合研究会（告知）

04-05
教育のつどい（告知）

06-08
教育のつどいレポート紹介

「認識の転換」

　　発　行　所　

　　長野県教育文化会議
　　発　行　人　

　   寺尾　真純

暑
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夏到来

　
　
　
教
育
公
務
員
特
例
法

（
研
修
の
機
会
）

第
二
十
二
条　

　
教
育
公
務
員
に
は
、
研
修
を
受
け
る
機

　
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
教
員
は
、
授
業
に
支
障
の
な
い
限
り
、

　
本
属
長
の
承
認
を
受
け
て
、
勤
務
場
所

　
を
離
れ
て
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き　

　
る
。

　　

２
０
２
４
年
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
夏
も
暑
く
な
り
そ
う
で
す
。

　

研
修
こ
そ
が
教
職
員
の
生
命
線
で
あ

り
、
夏
は
自
主
研
修
の
絶
好
の
機
会
。
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
か
し
、
自
主
研
修
を

進
め
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
、
私
た
ち
の

研
修
の
権
利
を
裏
付
け
て
い
る
の
が
、
教

育
公
務
員
特
例
法
第
22
条
で
す
。「
授
業

に
支
障
の
な
い
」
時
間
が
と
れ
そ
う
な
こ

の
期
間
、
各
校
の
慣
例
に
則
っ
て
、
学
校

長
の
承
認
を
得
て
自
主
研
修
に
取
り
組
む

時
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
ど
う
進
め
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
。

①
研
修
計
画
書
や
要
綱
等
を
学
校
長
に
提

出
し
、
承
認
を
得
る
。

②
研
修
を
実
施

③
学
校
長
に
報
告
を
す
る
。

　

研
修
を
行
う
こ
と
は
私
た
ち
の
権
利

で
、
学
校
長
が
認
め
れ
ば
出
張
や
職
専
免

で
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎年、全県でこんな研修が行われています

☆美術館や博物館を見学する。
☆学会に参加する。
☆フィールドワークを行う。
☆研修講座に参加する。
☆教文会議の全県研究会・総合研究会に参加する。
教文会議の全県研究会や総合研究会は、県教委との
取り決めで、職専免ではなく出張参加が可能です。
毎年、出張での参加が認められています。

写真とエッセイ：木下通彦さん（生物教育研究会　飯田 OIDE 長姫高校）

教文通信写真館 ル リ ホ コ リ 　 2 0 2 1 _ 0 5 _ 0 4  松 本 市 　 安 曇 　 林 道 安 曇 奈 川 線

　以前から探していてなかなか出会うことで出来なかった森の宝石といわれる

粘菌（真正粘菌）に出会うことが出来ました。ルリホコリの子実体（この中にた
くさんの胞子が入っています）です。高さ３ｍｍほどなので残雪の縁を這うよう

にして探しました。ルリホコリは雪国に多く見られ好雪性粘菌といわれる真正粘

菌の一種です。変形体は主に雪の下で活動し、、、　　　　　　     （続きは 4P に )
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「
教
員
免
許
更
新
制
」
廃
止
と
引
き
換
え

に
導
入
さ
れ
た
、「
研
修
履
歴
の
記
録
」。
研

修
は
教
員
の
本
務
で
あ
り
、
そ
の
経
験
を
履

歴
と
し
て
積
み
重
ね
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か

も
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
記
録
が
教

育
行
政
に
よ
り
一
括
管
理
さ
れ
、
管
理
職
が

そ
の
内
容
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
管
理
、
の
み

な
ら
ず
研
修
の
「
指
導
」
ま
で
行
う
こ
と
に

は
、
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
国
会
審
議

で
も
そ
の
問
題
は
指
摘
さ
れ
、「
研
修
に
関

わ
る
教
員
の
主
体
的
な
姿
勢
の
尊
重
と
、
教

員
の
学
び
の
内
容
の
多
様
性
が
重
視
・
確
保

さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
周
知
・
徹
底
す

る
」
こ
と
が
付
帯
決
議
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
す
で
に
「
研
修
履
歴
記
録
シ
ス
テ
ム
」
や

「
教
員
研
修
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
な
ど
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
で
記
録
し
て
い
く

シ
ス
テ
ム
の
試
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
野

夏休みにﾋﾋﾟ゚ﾘﾘｯｯととききくく１１日日 ２２００２２４４年年８８月月８８日日（（木木））

第第６６５５回回長長野野県県民民間間教教育育研研究究大大会会
日時 月８８日（木） ：： ～～

会場 松本市立芳川小学校（松本市小屋北 ）

参加費 円 記念講演のみは 円

＜タイムテーブル＞
9: 30                11:30   12:30 13:00       15:00  15: 20 16:00

8 日

（木）

分科会

講座① 9：30～

講座②10：30～

昼食
開会

集会
記念講演
渡辺雅之氏

閉会

集会

総会

会員のみ

片

付

け

記念講演 社会に潜む気づきにくい偏見や差別 

-「マイクロアグレッション」とはなんだろう？！ 

 講 師  渡辺 雅之 氏   （大東文化大学文学部特任教授 

講師紹介
★ 埼玉県内で中学校教員として 22 年間勤務。 

 ★ TBSドラマ「３年Ｂ組 金八先生」で、いじめ問題に取り組 

んだ実践が、そのままモデルとして取り上げられる。 

現在は、教職を目指す学生の指導にあたっている。 

 ★ ヘイトスピーチへの抗議（カウンター）ＵＤＣＡ2.0埼玉 

（投票率を上げる市民の会共同代表などの市民運動にかかわる。   

近年は人権問題に関する請願活動で全国各地を飛び回る。 

専門は生活指導、道徳教育、多文化共生教育

主な著書 「いじめ・レイシズムを乗り越える」「道徳教育のベクトルを変える～その理論と実践～」 

      「マイクロアグレッシブを吹き飛ばせ」 「ヒューマンライツ・人権をめぐる旅へ」 など多数。 

    

主主催催 長長野野県県民民間間教教育育研研究究団団体体連連絡絡協協議議会会

後後援援 長長野野県県教教育育委委員員会会 長長野野県県教教職職員員組組合合 長長野野県県高高等等学学校校教教職職員員組組合合  長長野野県県子子どどももをを守守るる会会

長長野野県県私私立立学学校校教教職職員員組組合合連連合合

（（公公益益財財団団法法人人））日日本本教教育育公公務務員員弘弘済済会会長長野野支支部部

今を生きる子どもたちと作り上げる教育とは 

～競争から協力・協同の学校へ～ 

中中学学校校教教師師時時代代ののいいじじめめ問問題題へへのの取取りり組組みみ

がが「「33年年 BB組組金金八八先先生生」」ののモモデデルルにに！！  

研 修 計 画 書 
氏  名 ○○ ○○ 

研修日時 △月◇日～◇日 

研修場所 北アルプス 

研修の目的 

 山岳部顧問として、自らの登山の力

量を高めるとともに、生徒引率時に安

全指導ができるよう、山の地理や地形

を把握する。 

研修の内容 

 北アルプス表銀座（燕岳～槍ヶ岳）を

テント泊で縦走する。 

 県
教
委
と
長
野
高
教
組
と
の
間
で
は
「
教
育

に
資
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
校
内
で
行
う
会

議
等
で
も
研
修
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
を
幅
広
く
捉

え
、
記
録
と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と
の
合
意

で
す
。
自
主
研
修
も
、「
任
意
」
の
研
修
と

し
て
記
録
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
夏
休
み
と
は
い
え
、
部
活
動
指
導
や
補
習

等
、
多
忙
な
毎
日
が
続
く
こ
と
と
は
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
機
に
、
自
主
的
・
自
発
的
研

修
の
風
を
、
各
職
場
に
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

時
に
暴
風
の
よ
う
に
、
時
に
そ
よ
風
の
よ
う

に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
か
ら
。

　
「
本
属
長
の
承
認
を
受
け
て
、
勤
務
場
所

を
離
れ
て
研
修
を
」
行
う
た
め
の
、
研
修
計

画
書
と
報
告
書
の
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
ま
し

た
。
必
要
に
応
じ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
教

文
HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
主
研
修
も
管
理
職
の
承
認
を
得
て

職
場
を
離
れ
て
職
専
免
・
出
張
も
可
能

あちらこちらで夏季研修・夏季大学が ､､､。こんな研究会はいかが？

研 修 報 告 書 
氏  名 ○○ ○○ 

研修日時 △月◇日～◇日 

研修場所 北アルプス 

研修の内容 

北アルプス表銀座（燕岳～槍ヶ岳）を

テント泊で縦走する。 

研修の成果 

 予定通りの日程で踏破できたが、途

中、天候の崩れもあり、荒天時の行動や

幕営について実地で体験できた。生徒

引率時にも経験を活かし安全な登山を

指導したい。 
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　民主教育研究所年報 2022（第 22 号）の特集テーマは、「高校におけるキャリア意識形成　―現代の青年
期教育を問い直すー」です。その巻頭で児美川孝一郎さんは、「高校教育論・再考　―教育現実を踏まえ、
青年期教育を展望してー」と題して、特集の狙いを論述しています。高校教育論の今日的課題として、高校
教育が現在の教育「改革」において「狙い撃ち」にあっている背景的な事情やねらいを構造的に解明する必
要があり、今日の教育「改革」を支持するような社会的基盤への理論的な対応と高校教育現場の実態への深
い考察と解明が必要としています。高校で学ぶことの意味と意義が実感できず「空洞化」している深刻な状
態の下で「通過点」化しかねない高校教育をいかに実質化していくのが課題であるとしています。
　その上で、年報 22 号の特集の狙いを、「高校教育改革のパイオニア」と位置付けられた総合学科の創設
以降の実態に迫ること、ずっと高校教育「改革」の主要なターゲットになり続けてきた普通科高校を対象に
普通科「進学校」と括られる高校の現状と課題、可能性を明らかにすることとしています。
　民主教育研究所の年報 22 号に関わる調査は、2008 年から長野県内の総合学科高校 B 校と普通科高校 F
校を対象に行われました。普通科高校から F 校を対象としたことについては、進学がメインではあるけれど
大学進学のためのカリキュラムの最適化は極力せず、行事や部活動など学校自治を通した学びに重きを置く、

「普通教科を広く学ぶ」普通科高校の特長を抑えた高校、であることが紹介されています。
　今総合研究会では、B 校と F 校における 10 年におよぶ調査結果の考察について報告いただくとともに、
当該校および研究会参加者の皆さんの学校の現状を交流することで、長野県の高校教育現場の実態を明らか
にすることを目指します。

高校生が自らの人生を主人公として歩む
民主教育研究所調査結果から学ぶ　「高校のキャリア意識形成」を考える総合研究会

総合学科は高校生の「キャリア意識」をどう形成するのか
普通科の自治活動は「キャリア意識形成」にどう貢献するのか

駐
車
場
（
勤
福
セ
ン
タ
ー
と
共
用
）
が
満
車
の
場

合
は
周
辺
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

８
０
０
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。
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分科会 氏名 所属 レポート主題

1 牧内　淳一 長野東 認識の転換～多様なものの見方・考え方に触れる

2 盛田　彩花 丸子修学館 対話を促す授業づくり

5 木下　通彦 飯田OIDE長姫
教室での実験実習が難しい単元の内容を生徒にどう
イメージさせるか

B 髙橋　加代子 長野吉田戸隠 変わるかな…戸隠分校特別支援

11 佐藤　知子 長野南
養護教諭が行う保健講話のススメ～保健室に来室し
ない生徒へのアプローチ

D 柳澤　宏至 上田
「日本語を母語としない生徒の指導」～「在留資格」
をめぐる課題と「高校生活支援相談員」の配置に関
しての課題～

D 森嶋　光 屋代
再生可能エネルギーの導入と地域食材食品からの
地域の活性化

C 武井　由佳 辰野 SDGsを柱とした生徒会活動

D 工藤　ジュン 長野西 ジェンダーギャップに気づかせる　授業の工夫例

長野県からの提出レポート

　
　
　
教
文
通
信
写
真
館　
エ
ッ
セ
イ
（
続
き
）

　
変
形
体
は
主
に
雪
の
下
で
活
動
し
、
春
に
な
っ
て
雪
が
解
け
る
と

子
実
体
を
つ
く
り
ま
す
。
多
く
の
粘
菌
が
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動

す
る
の
で
、
ル
リ
ホ
コ
リ
の
よ
う
な
好
雪
性
粘
菌
は
特
別
な
存
在
と

い
え
ま
す
。
粘
菌
の
魅
力
は
小
さ
な
子
実
体
の
か
わ
い
さ
、
美
し
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
生
活
史
の
面
白
さ
に
も
あ
り
ま
す
。
子
実
体
に

な
る
前
は
変
形
体
と
い
っ
て
数
十
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
に
も
な
る
ア
メ
ー
バ

で
す
。
そ
れ
が
移
動
し
な
が
ら
バ
ク
テ
リ
ア
や
有
機
物
を
食
べ
て
育

ち
ま
す
。
黄
色
や
白
、
種
に
よ
っ
て
は
青
や
赤
の
変
形
体
が
ゆ
っ
く

り
移
動
す
る
姿
は
地
球
外
生
物
で
は
と
疑
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

ちょっと足を延ばして、こんなところで研修も！！

大阪市 HP で 10 の美術館・博物館が紹介されています。　

https://museums.ocm.osaka/museums-info/museums-info-ja/

古代の宮殿である難波宮の遺跡上に建つ高層の博物館。常設展示は「都市おお
さか」の歴史と文化を、古代から近代現代にいたるまで模型や原寸復元、映像、
実物資料などで紹介しています。10 階の展示場からは難波宮跡や大阪城が一望
できます。

2 0 0 年 前 の 大 阪 の 街 を 散 策し よう！ 落 ち 着 いた 空 間 で 陶 磁 器 と 対 話してみ よう 。

自 然 を見つ め る 、楽しく学 ぶ 。

さ まざ ま な コレクターのま な ざしと出 会 おう！

大 人も子どもも楽しめるミュージアム！

都 会 の 中 で アフリカサバンナを体 感！

大 阪 市 立 東 洋 陶 磁 美 術 館

サムライ文化の魅力を目に焼き付けよう！ 古 代 か ら近 代・現 代 ま で 、な に わ の 歴 史 をひとめぐり 。

大 阪 市 立 科 学 館

大 阪 市 立 美 術 館 天 王寺 動 物 園大 阪くらし の 今 昔 館

大 阪 城 天 守 閣 大 阪 歴 史 博 物 館 大 阪 市 立自 然 史 博 物 館

写真：プラネタリウム

☆大阪市内在住の 65 歳以上の方、障がい者手帳等をお持ちの方（介護者１名を含む）は無料。要証明証提示。
写真左：7 階　近代・現代フロア、右上：10 階　古代フロア、右下：9 階　中世・近世フロア

写真左：石造　如来立像頭部 [河南省龍門石窟奉先寺洞将来]　唐時代・8世紀前半
写真右：重要文化財　潮干狩図　 飾北斎　江戸時代・19世紀初期
写真左：石造　如来立像頭部 [河南省龍門石窟奉先寺洞将来]　唐時代・8世紀前半
写真右：重要文化財　潮干狩図　 飾北斎　江戸時代・19世紀初期

写真：ナガスクジラ、マッコウクジラ、ザトウクジラの骨格標本

写真：キリン

写真左： 茶糸威桶側五枚胴具足、写真中央： 重要文化財　大坂夏の陣図屏風
写真右：日月竜文蒔絵仏胴具足

■ 歴 史 　 ■ 美 術 　 ■ 自 然・科 学 ■ 歴 史 　 ■ 美 術 　 ■ 自 然・科 学

〒530-0041　大阪市北区天神橋 6-4-20 住まい情報センタービル 8 階
TEL：06-6242-1170　FAX：06-6354-8601

【交通】JR　「天満」より北へ650m、Osaka Metro・阪急「天神橋筋六丁目」３号出口
【開館時間】10:00 ～ 17:00（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】火曜日、展示替期間、年末年始
【観覧料】一般 600 円、高大生 300 円、中学生以下無料☆

                 

住まいとくらしの歴史や文化をテーマにした専門ミュージアムです。近世のフロア
では 1830 年代の大坂の町並みを再現。当時の工法で建築した実物大の町家に入
り生活道具に触れて、当時の暮らしを体感していただけます。近代のフロアでは明
治から昭和の大阪をジオラマ模型や資料で紹介しています。

〒540-0002　大阪市中央区大阪城 1-1
TEL：06-6941-3044　FAX：06-6941-2197

、口出号9・B-1」目丁四町谷「、口出号3」橋満天「orteM akasO】通交【
mk2～5.1れぞれそ」橋満天「阪京、」詰北城阪大「」園公城阪大「」宮ノ森「RJ

）でま前分03の館閉は館入（ 00:71～00:9】間時館開【
【休館日】12 月 28 日～ 1 月 1 日
【観覧料】一般 600 円、中学生以下無料☆ 

緑豊かな大阪城公園の中心にそびえたつ天守閣。展望台からは大阪平野の眺望
が抜群です。展示室ではよろいや刀、武将の手紙など本物の歴史資料に出会え
ます。大阪城のドラマチックな歴史、サムライたちの魅力あふれる文化を体感して
ください。

〒540-0008　大阪市中央区大手前 4-1-32
TEL：06-6946-5728　FAX：06-6946-2662

【交通】Osaka Metro「谷町四丁目」2 号・9 号出口
【開館時間】9:30 ～ 17:00※特別展開催中の金曜日は 20:00 まで 
（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】火曜日（祝日の場合はその翌平日）、年末年始
【観覧料】大人 600 円、高大生 400 円、中学生以下無料☆ 

※特別展は別料金

　

〒546-0034　大阪市東住吉区長居公園 1-23
TEL：06-6697-6221　FAX：06-6697-6225

【交通】Osaka Metro「長居」3 号出口より約 800m、JR「長居」東出口より約 1km
【開館時間】9:30 ～ 17:00（11 ～ 2 月は 16:30 閉館）
（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】月曜日（祝日・休日の場合は翌平日）、年末年始
【観覧料】大人 300 円、高大生 200 円、中学生以下無料☆

※特別展は別料金

るすとマーテを」しらくの物き生「」化進の命生「」史歴の命生と球地「」然自な近身「
自然史系の博物館です。身近な生物の誕生や進化を体感しながら、自然の成り立ち
とこれからの自然との関わり方を学ぶことができます。自然観察会など館内外の
イベントメニューも充実しています。

〒530-0005　大阪市北区中之島 4-2-1
TEL：06-6444-5656　FAX：06-6444-5657

【交通】Osaka Metro「肥後橋」3 号出口より約 500m、
京阪中之島線「渡辺橋」2 号 出口より約 400m

【開館時間】9:30 ～ 17:00（展示場入場は 16:30 まで、プラネタリウム
最終投影は 16:00 から、土・日・祝日は 17:00 から投影あり）

【休館日】月曜日（祝日・休日の場合は翌平日）、年末年始 、臨時休館日あり
【観覧料】展示場　大人 400 円、高大生 300 円、中学生以下無料☆ 

プラネタリウム　大人 600 円、高大生 450 円、3 歳以上中学生以下 300 円☆

展示場では、参加体験型の展示とさまざまな科学資料で、楽しみながら科学を学ぶ
ことができます。また、リアルな星空を追求したプラネタリウムでは、専門のスタッフ
がその日の夜に見える星座や天文に関するテーマについて、ライブで解説します。

〒530-0005　大阪市北区中之島 1-1-26（大阪市中央公会堂東側）
TEL：06-6223-0055　FAX：06-6223-0057

口出号 62」浜北「、口出号1」橋屋淀「線本阪京・orteM akasO】通交【
それぞれより約 400m、京阪中之島線「なにわ橋」すぐ

【開館時間】9:30 ～ 17:00（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】月曜日（祝日・休日の場合は翌平日）、展示替期間、年末年始
【観覧料】展覧会ごとに定める☆

世界的に有名な東洋陶磁のコレクションである「安宅コレクション」 9 65件が住友
グループから寄贈されたことによって 1982 年に設立されました。国宝２件と重要
文化財13件を含む 5711件の館蔵品は質、量ともに世界第一級を誇っています。

〒543-0063　大阪市天王寺区茶臼山町 1-82（天王寺公園内）
TEL：06-6771-4874　FAX：06-6771-4856

【交通】JR「天王寺」中央口改札、Osaka Metro「天王寺」15・16 号出口、近鉄「大阪
阿部野橋」西改札、阪堺電軌上町線「天王寺駅前」いずれも北西へ約 400m

【開館時間】9:30 ～ 17:00（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】月曜日（祝日・休日の場合は翌平日）、展示替期間、年末年始
【観覧料】一般 300 円、高大生 200 円、中学生以下無料☆

※特別展・特別陳列は別料金

1936 年に開館した歴史と伝統のある美術館です。関西経済人によるコレクション
などの寄贈・購入によって集まった日本、中国の絵画・彫刻・工芸など 8,500 件を
こえる館蔵品、寺社などから寄託された作品を随時展示しています。

〒543-0063　大阪市天王寺区茶臼山町 1-108
TEL：06-6771-8401　FAX：06-6772-4633

【交通】JR「天王寺」中央改札、Osaka Metro「天王寺」5・15・16 号出口より約 900ｍ、
Osaka Metro ｍ005約りよ口出号３」町須美恵「、ｍ003約りよ口出号１」前園物動「

【開園時間】9:30 ～ 17:00（入園は 16:00 まで）、
5 月・9 月の土日祝は 9:30 ～ 18:00（入園は 17:00 まで）

【休園日】月曜日（祝日・休日の場合は翌日）、年末年始
【入園料】一般 500 円、小中学生 200 円、未就学児無料、

大阪市内在住・在学及び大阪市立（市外含む）の学校に在学の
小中学生は無料☆

1915 年 1 月 1 日に開園し、100 年を超える歴史ある動物園です。現在約 11 ヘクタール
の園内におよそ 180 種 1000 点の動物を飼育しており、都心にいながら様々な動物
たちに出会えます。動物の生息環境を再現した展示が人気です。

写真：9階常設展示室

※大阪市立美術館は 2025 年春頃まで改修工事のため休館中です。
※詳細は大阪市立美術館ホームページにてご確認ください。

※大阪市立東洋陶磁美術館は 2024年春頃まで改修工事のため休館中です。
※詳細は大阪市立東洋陶磁美術館ホームページにてご確認ください。

写真左： 重要文化財　法花 花鳥文 壺　明時代・15 世紀　大阪市立東洋陶磁美術館
( 住友グループ寄贈 / 安宅コレクション )、写真右：自然光が入る2 階ロビー

※大阪市立科学館は2024年夏頃までリニューアル工事等のため休館中です。
※ 詳細は大阪市立科学館ホームページにてご確認ください。

※企画展は別料金

古代の宮殿である難波宮の遺跡上に建つ高層の博物館。常設展示は「都市おお
さか」の歴史と文化を、古代から近代現代にいたるまで模型や原寸復元、映像、
実物資料などで紹介しています。10 階の展示場からは難波宮跡や大阪城が一望
できます。

2 0 0 年 前 の 大 阪 の 街 を 散 策し よう！ 落 ち 着 いた 空 間 で 陶 磁 器 と 対 話してみ よう 。

自 然 を見つ め る 、楽しく学 ぶ 。

さ まざ ま な コレクターのま な ざしと出 会 おう！

大 人も子どもも楽しめるミュージアム！

都 会 の 中 で アフリカサバンナを体 感！

大 阪 市 立 東 洋 陶 磁 美 術 館

サムライ文化の魅力を目に焼き付けよう！ 古 代 か ら近 代・現 代 ま で 、な に わ の 歴 史 をひとめぐり 。

大 阪 市 立 科 学 館

大 阪 市 立 美 術 館 天 王寺 動 物 園大 阪くらし の 今 昔 館

大 阪 城 天 守 閣 大 阪 歴 史 博 物 館 大 阪 市 立自 然 史 博 物 館

写真：プラネタリウム

☆大阪市内在住の 65 歳以上の方、障がい者手帳等をお持ちの方（介護者１名を含む）は無料。要証明証提示。
写真左：7 階　近代・現代フロア、右上：10 階　古代フロア、右下：9 階　中世・近世フロア

写真左：石造　如来立像頭部 [河南省龍門石窟奉先寺洞将来]　唐時代・8世紀前半
写真右：重要文化財　潮干狩図　 飾北斎　江戸時代・19世紀初期
写真左：石造　如来立像頭部 [河南省龍門石窟奉先寺洞将来]　唐時代・8世紀前半
写真右：重要文化財　潮干狩図　 飾北斎　江戸時代・19世紀初期

写真：ナガスクジラ、マッコウクジラ、ザトウクジラの骨格標本

写真：キリン

写真左： 茶糸威桶側五枚胴具足、写真中央： 重要文化財　大坂夏の陣図屏風
写真右：日月竜文蒔絵仏胴具足

■ 歴 史 　 ■ 美 術 　 ■ 自 然・科 学 ■ 歴 史 　 ■ 美 術 　 ■ 自 然・科 学

〒530-0041　大阪市北区天神橋 6-4-20 住まい情報センタービル 8 階
TEL：06-6242-1170　FAX：06-6354-8601

【交通】JR　「天満」より北へ650m、Osaka Metro・阪急「天神橋筋六丁目」３号出口
【開館時間】10:00 ～ 17:00（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】火曜日、展示替期間、年末年始
【観覧料】一般 600 円、高大生 300 円、中学生以下無料☆

                 

住まいとくらしの歴史や文化をテーマにした専門ミュージアムです。近世のフロア
では 1830 年代の大坂の町並みを再現。当時の工法で建築した実物大の町家に入
り生活道具に触れて、当時の暮らしを体感していただけます。近代のフロアでは明
治から昭和の大阪をジオラマ模型や資料で紹介しています。

〒540-0002　大阪市中央区大阪城 1-1
TEL：06-6941-3044　FAX：06-6941-2197

、口出号9・B-1」目丁四町谷「、口出号3」橋満天「orteM akasO】通交【
mk2～5.1れぞれそ」橋満天「阪京、」詰北城阪大「」園公城阪大「」宮ノ森「RJ

）でま前分03の館閉は館入（ 00:71～00:9】間時館開【
【休館日】12 月 28 日～ 1 月 1 日
【観覧料】一般 600 円、中学生以下無料☆ 

緑豊かな大阪城公園の中心にそびえたつ天守閣。展望台からは大阪平野の眺望
が抜群です。展示室ではよろいや刀、武将の手紙など本物の歴史資料に出会え
ます。大阪城のドラマチックな歴史、サムライたちの魅力あふれる文化を体感して
ください。

〒540-0008　大阪市中央区大手前 4-1-32
TEL：06-6946-5728　FAX：06-6946-2662

【交通】Osaka Metro「谷町四丁目」2 号・9 号出口
【開館時間】9:30 ～ 17:00※特別展開催中の金曜日は 20:00 まで 
（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】火曜日（祝日の場合はその翌平日）、年末年始
【観覧料】大人 600 円、高大生 400 円、中学生以下無料☆ 

※特別展は別料金

　

〒546-0034　大阪市東住吉区長居公園 1-23
TEL：06-6697-6221　FAX：06-6697-6225

【交通】Osaka Metro「長居」3 号出口より約 800m、JR「長居」東出口より約 1km
【開館時間】9:30 ～ 17:00（11 ～ 2 月は 16:30 閉館）
（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】月曜日（祝日・休日の場合は翌平日）、年末年始
【観覧料】大人 300 円、高大生 200 円、中学生以下無料☆

※特別展は別料金

るすとマーテを」しらくの物き生「」化進の命生「」史歴の命生と球地「」然自な近身「
自然史系の博物館です。身近な生物の誕生や進化を体感しながら、自然の成り立ち
とこれからの自然との関わり方を学ぶことができます。自然観察会など館内外の
イベントメニューも充実しています。

〒530-0005　大阪市北区中之島 4-2-1
TEL：06-6444-5656　FAX：06-6444-5657

【交通】Osaka Metro「肥後橋」3 号出口より約 500m、
京阪中之島線「渡辺橋」2 号 出口より約 400m

【開館時間】9:30 ～ 17:00（展示場入場は 16:30 まで、プラネタリウム
最終投影は 16:00 から、土・日・祝日は 17:00 から投影あり）

【休館日】月曜日（祝日・休日の場合は翌平日）、年末年始 、臨時休館日あり
【観覧料】展示場　大人 400 円、高大生 300 円、中学生以下無料☆ 

プラネタリウム　大人 600 円、高大生 450 円、3 歳以上中学生以下 300 円☆

展示場では、参加体験型の展示とさまざまな科学資料で、楽しみながら科学を学ぶ
ことができます。また、リアルな星空を追求したプラネタリウムでは、専門のスタッフ
がその日の夜に見える星座や天文に関するテーマについて、ライブで解説します。

〒530-0005　大阪市北区中之島 1-1-26（大阪市中央公会堂東側）
TEL：06-6223-0055　FAX：06-6223-0057

口出号 62」浜北「、口出号1」橋屋淀「線本阪京・orteM akasO】通交【
それぞれより約 400m、京阪中之島線「なにわ橋」すぐ

【開館時間】9:30 ～ 17:00（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】月曜日（祝日・休日の場合は翌平日）、展示替期間、年末年始
【観覧料】展覧会ごとに定める☆

世界的に有名な東洋陶磁のコレクションである「安宅コレクション」 9 65件が住友
グループから寄贈されたことによって 1982 年に設立されました。国宝２件と重要
文化財13件を含む 5711件の館蔵品は質、量ともに世界第一級を誇っています。

〒543-0063　大阪市天王寺区茶臼山町 1-82（天王寺公園内）
TEL：06-6771-4874　FAX：06-6771-4856

【交通】JR「天王寺」中央口改札、Osaka Metro「天王寺」15・16 号出口、近鉄「大阪
阿部野橋」西改札、阪堺電軌上町線「天王寺駅前」いずれも北西へ約 400m

【開館時間】9:30 ～ 17:00（入館は閉館の 30 分前まで）
【休館日】月曜日（祝日・休日の場合は翌平日）、展示替期間、年末年始
【観覧料】一般 300 円、高大生 200 円、中学生以下無料☆

※特別展・特別陳列は別料金

1936 年に開館した歴史と伝統のある美術館です。関西経済人によるコレクション
などの寄贈・購入によって集まった日本、中国の絵画・彫刻・工芸など 8,500 件を
こえる館蔵品、寺社などから寄託された作品を随時展示しています。

〒543-0063　大阪市天王寺区茶臼山町 1-108
TEL：06-6771-8401　FAX：06-6772-4633

【交通】JR「天王寺」中央改札、Osaka Metro「天王寺」5・15・16 号出口より約 900ｍ、
Osaka Metro ｍ005約りよ口出号３」町須美恵「、ｍ003約りよ口出号１」前園物動「

【開園時間】9:30 ～ 17:00（入園は 16:00 まで）、
5 月・9 月の土日祝は 9:30 ～ 18:00（入園は 17:00 まで）

【休園日】月曜日（祝日・休日の場合は翌日）、年末年始
【入園料】一般 500 円、小中学生 200 円、未就学児無料、

大阪市内在住・在学及び大阪市立（市外含む）の学校に在学の
小中学生は無料☆

1915 年 1 月 1 日に開園し、100 年を超える歴史ある動物園です。現在約 11 ヘクタール
の園内におよそ 180 種 1000 点の動物を飼育しており、都心にいながら様々な動物
たちに出会えます。動物の生息環境を再現した展示が人気です。

写真：9階常設展示室

※大阪市立美術館は 2025 年春頃まで改修工事のため休館中です。
※詳細は大阪市立美術館ホームページにてご確認ください。

※大阪市立東洋陶磁美術館は 2024年春頃まで改修工事のため休館中です。
※詳細は大阪市立東洋陶磁美術館ホームページにてご確認ください。

写真左： 重要文化財　法花 花鳥文 壺　明時代・15 世紀　大阪市立東洋陶磁美術館
( 住友グループ寄贈 / 安宅コレクション )、写真右：自然光が入る2 階ロビー

※大阪市立科学館は2024年夏頃までリニューアル工事等のため休館中です。
※ 詳細は大阪市立科学館ホームページにてご確認ください。

※企画展は別料金

＜ 2024 教育のつどい in 大阪＞
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今 年 の 教 育 の つ ど い （全 国 教 研 ） は

　 　 大 阪 を 会 場 に （8 / 1 6 ～ 1 8 ）

　 　 　 　 　 夏 の大阪には　学びのヒントが　いっぱい

参加の方法
現地参加・教育フォーラムオンライン参加は参加券が必要です。

①全体会・講演（8/16）　　a, 現地で参加する（教文会議に参加申込、参加券をお届けします）　
　　　　　　　　　　　　　b, オンラインで参加する（ユーチューブ配信、QR からご視聴ください）
②教育フォーラム（8/16）　a, 現地で参加する（教文会議に参加申込、参加券をお届けします）　
　　　　　　　　　　　　　b, オンラインで視聴する（参加券が必要です。教文会議に参加申込）
③分科会（8/17，18）　　　現地会場のみ、現地で参加する（教文会議に参加申込、参加券をお届けします）

分科会名
1 国語教育
2 外国語教育
3 社会科教育
4 数学教育
5 理科教育
6 美術教育
7 音楽教育
8 書写・書教育
9 技術・職業・情報教育
10 家庭科教育
11 体育・健康・食教育
A 参加と共同の学校づくり
B 発達・学力、教育課程づくり

C
主権者の教育と
生活指導・自治活動

D 子ども・青年たちの生きたい社会づくり
ー平和・環境・ジェンダー平等と性を手がかりとしてー

E
子どもの人権と保育・
学校・地域・家庭・図書館・文化活動

F 障害児教育
G 青年期の学びと学校づくり

全体会講演会は

YouTube 配信（無料）

←こちらの QR から

現地参加・フォーラムオン

ライン参加は参加券が必要

申込はこちらの QR から→

フォーラム名

A
子どもたちにとっての"well-being”
～子どもたちの声を受け止める

B
どうする？
教育DX　Part２

C
多様性が尊重される
社会と教育とは

D
どうして戦争はだめなの
ー若者と平和を考えるー

E
どうなっているの?!
大阪の教育
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１　
科
目　
２
年
「
文
学
国
語
」（
２
単
位
）

２　
対
象　
２
年
（
普
通
科
）

３　
教
材　
「
富
嶽
百
景
」（
中
島
京
子
）　
「
高
等
学
校　

文
学
国
語
」（
第
一
学
習
社
）

４　
目
標　

文
学
作
品
を
読
む
こ
と
通
し
て
、
人
は
多
様
な
も
の
の
見

方
・
考
え
方
に
触
れ
た
時
、
自
己
の
も
の
の
考
え
方
・
見

方
と
向
き
合
い
直
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
。

５　
作
品
の
概
要

私
の
兄
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
。
絵
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
必

ず
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
」
を
描
く
。
し
か
し
、
彼
は
本
物
の
富
士

山
を
見
た
こ
と
が
な
い
。「
富
士
を
見
せ
た
い
」
と
強
く

思
っ
た
私
は
、
伊
豆
旅
行
を
決
行
す
る
も
の
の
、
悪
天
候

の
た
め
富
士
は
見
え
な
い
。
義
兄
は
「
ほ
ん
と
に
富
士
は

あ
る
の
だ
ろ
う
か
」「
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
見
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
言
う
。
私
は
「
フ
ジ
は
ニ
ッ
ポ
ン
一
の

ヤ
マ
。
あ
る
に
決
ま
っ
て
る
。」
と
心
中
で
叫
ぶ
。

そ
の
後
、
再
び
富
士
ド
ラ
イ
ブ
を
敢
行
す
る
が
、
霧
で
フ

ジ
は
見
え
な
い
。
富
士
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
向
か
い
、「
こ

こ
に
フ
ジ
・
ビ
ュ
ー
が
な
か
っ
た
ら
、
富
士
山
の
存
在
を

信
じ
な
い
」
義
兄
は
言
う
。
結
局
、
そ
こ
で
も
富
士
山
は

見
え
な
い
。
そ
れ
以
来
、
義
兄
は
富
士
山
を
見
た
い
と
言

わ
な
く
な
っ
た
。
あ
る
時
、
一
度
だ
け
車
中
か
ら
富
士
山

が
見
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
山
頂
に
雪
の
な
い
富
士
を

「
あ
れ
が
富
士
山
の
は
ず
が
な
い
」
と
取
り
合
わ
な
か
っ

た
。
私
は
、
日
本
人
が
富
士
山
だ
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
も

の
は
何
な
の
か
、
富
士
は
本
当
に
存
在
す
る
の
か
、
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
な
の
か
、
疑
念
を
持
つ
。

６　
授
業
の
手
順

（
１
）　
学
習
目
標
の
確
認

（
２
）　
漢
字
・
語
句
調
べ　
　

DONGRI

（
辞
書
ア
プ
リ
）

　
語
句
調
べ
プ
リ
ン
ト

（
３
）　

作
品
中
の
話
題
調
べ　
「
千
昌
夫　

北
国
の
春
」

「
八
甲
田
山　
死
の
行
軍
」
な
ど　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

（
４
）　
全
文
の
読
み
合
わ
せ　
ペ
ア
ワ
ー
ク

　

教
育
の
つ
ど
い
２
０
２
４　

レ
ポ
ー
ト
紹
介　

第
１
分
科
会
「
国
語
教
育
』

認
識
の
転
換　
　

多
様
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
触
れ
る

長
野
東
高
校　
　

牧
内　

淳
一　

 

「私」 

自己の小さなナショナリズム（郷土愛）を確認 

富士山に対する思い 富士山は日本一の山 

低くたっていい 

 

富士山は間違いなく存在する 

 

富士山は存在しないのか イリュージョンなのか 

義兄の言葉によって、自己の認識に向き合い直す 

友人の夫の郷土愛 

文豪たちの富士山についての文章 

富士山を見たことがない義兄の言葉 

富士山は存在しない 

イリュージョンだ 

雪のない富士山を見た義兄の言葉 

あれは富士山ではない 
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（
５
）　
展
開
の
整
理　
電
子
黒
板
に
提
示
し
な
が
ら
読
み

進
め
る　
読
解
の
た
め
の
着
眼
点
を
示
す

 （
６
）　
「
私
」
の
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る　

ロ
イ

ロ
ノ
ー
ト
で
提
出
（
共
有
）

　
　
生
徒
の
解
答

・義
兄
が
見
た
か
っ
た
富
士
山
を
な
か
な
か
見
せ
ら
れ
ず
、

最
後
に
見
れ
た
富
士
山
も
認
識
の
違
い
に
よ
っ
て
富
士
山

だ
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
富
士
山
を
崇
高
で

雄
大
だ
と
思
う
日
本
人
の
心
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
生

み
出
し
た
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

念
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

・
義
兄
は
雪
の
な
い
富
士
山
を
見
た
と
き
に
、「
あ
れ
は

富
士
山
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
確
か
に
、
我
々
が
「
富

士
山
」
と
聞
い
て
想
像
す
る
の
は
、
雪
が
か
か
っ
て
山
頂

部
分
が
白
く
な
っ
て
い
る
富
士
山
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

思
っ
た
「
私
」
は
、
我
々
に
と
っ
て
の
富
士
山
は
、「
山

頂
が
白
く
て
き
れ
い
な
山
」
と
い
う
た
だ
の
イ
メ
ー
ジ
な

の
で
は
な
い
か
？
と
感
じ
た
の
だ
と
思
う
。

・
義
兄
が
山
頂
に
雪
が
積
も
っ
て
い
な
い
と
富
士
山
で
は

な
い
、
と
思
っ
て
い
た
よ
う
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
思
い
描
く

富
士
山
の
形
は
違
う
か
ら
、
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
た

・「
私
」
は
富
士
山
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と

最
初
は
思
っ
て
い
た
け
ど
、
悪
天
候
や
不
運
が
続
い
て
、

義
兄
が
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

言
っ
た
こ
と
で
、
き
れ
い
で
美
し
い
富
士
山
が
日
本
に
実

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
日
本
人
の
固
定
概
念
で
あ

り
、
自
分
も
そ
れ
を
信
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
不
安
に
思
い
、
自
信
が
な
く
な
っ
た
。

・
外
国
人
の
想
像
し
て
い
る
富
士
山
と
日
本
人
が
知
っ
て

い
る
富
士
山
は
全
く
別
物
で
あ
り
、
日
本
人
が
こ
れ
が
富

士
山
だ
と
言
っ
て
も
外
国
人
は
想
像
し
て
い
る
富
士
山
と

合
致
し
て
い
な
い
と
納
得
で
き
ず
、
こ
れ
は
富
士
山
で
は

な
い
と
言
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
雪
が
あ
れ

ば
、
富
士
山
で
雪
が
な
け
れ
ば
富
士
山
で
は
な
い
と
い
う

考
え
が
伝
染
し
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、「
富
士
は
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
な
の
か
。
富
士
は
日
本
人
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
な

の
か
。」
と
、
問
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

・
自
分
が
日
本
に
生
ま
れ
て
富
士
山
と
い
う
も
の
を
見
て

き
た
か
ら
富
士
山
は
と
て
も
す
ご
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い

た
が
富
士
山
そ
の
も
の
が
見
え
な
か
っ
た
り
富
士
山
を
見

せ
て
も
雪
が
な
か
っ
た
ら
そ
れ
が
富
士
山
だ
と
信
じ
て
も

ら
え
な
い
か
ら
富
士
山
と
い
う
も
の
は
日
本
人
の
幻
想
な

の
か
、
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
７
）　
自
己
の
体
験
を
ふ
り
か
え
る　
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
で

提
出

　
　生

徒
の
回
答

・
そ
の
物
の
評
価
に
つ
い
て
自
分
で
は
こ
う
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
が
調
べ
て
み
る
と
他
の
意
見
や
知
ら
な
い
長

所
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
り
し
て
考
え
が
変
わ
っ
た
り
し

た
。

・
勉
強
は
将
来
役
に
立
た
な
い
知
識
だ
か
ら
意
味
は
な
い

と
信
じ
で
い
た
が
、
友
に
、
な
ん
の
知
識
も
な
い
人
間
か

無
駄
で
も
知
識
を
持
っ
て
い
る
人
間
、
社
会
は
ど
っ
ち

を
求
め
る
か
と
聞
か
れ
、
た
し
か
に
自
分
が
人
を
雇
う
側

だ
っ
た
ら
知
識
の
多
い
人
間
を
採
用
す
る
な
と
思
い
、
考

え
方
は
変
わ
っ
た
。

・
全
て
完
璧
に
こ
な
せ
な
け
れ
ば
だ
め
。
＝
完
璧
主
義

中
途
半
端
に
終
わ
る
く
ら
い
だ
っ
た
ら
、
完
璧
に
終
わ
れ

な
い
な
ら
最
初
か
ら
取
り
組
ま
な
い
ほ
う
が
マ
シ
だ
と

思
っ
て
い
た
け
ど
、
人
間
誰
も
が
最
初
か
ら
上
手
く
い
く

わ
け
が
な
い
。
完
璧
な
わ
け
が
な
い
と
い
ろ
ん
な
本
や
テ

レ
ビ
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
完
璧
主
義
を
理
由
に
し

て
最
初
か
ら
諦
め
て
い
る
自
分
に
気
が
つ
い
た
。

完
璧
に
な
り
た
い
な
ら
完
璧
に
な
り
た
い
、
し
た
い
な
り

の
努
力
、
継
続
が
必
要
だ
と
わ
か
っ
た
。

・
最
近
読
ん
だ
本
で
、
子
供
が
親
を
殺
し
て
し
ま
う
シ
ー

ン
が
あ
る
の
だ
が
、
私
は
親
の
歪
ん
だ
愛
が
原
因
だ
と
考

え
る
の
だ
が
、
私
の
母
が
考
え
る
に
は
親
も
親
な
り
に
頑

張
っ
た
結
果
が
こ
れ
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
て
同
じ
本
を
読

ん
で
い
て
も
考
え
方
、
見
方
が
違
う
の
だ
な
と
感
じ
た
。

（
８
）　
ふ
り
か
え
り
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
ま
と
め
・
自
己
評

価
）

生
徒
の
感
想
よ
り

・
日
本
人
の
憧
れ
か
ら
く
る
富
士
山
の
見
え
方
と
、
外
国

人
の
見
え
方
で
は
感
じ
方
が
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
と
思
っ

た
。
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・
人
の
考
え
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
自
分
が
信
じ
て
い
た
考

え
を
疑
っ
て
し
ま
い
、
日
本
人
の
心
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

と
ま
で
言
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
人
の
心
は
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
た
。

自
分
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
ち
す
ぎ
る
と
、
実
物
と

の
違
い
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ

た
。

・
人
間
は
、
他
人
の
一
言
で
案
外
そ
の
物
の
認
識
が
変
わ

る
ん
だ
と
知
っ
た
。

外
国
人
の
義
兄
や
文
豪
た
ち
の
言
葉
に
よ
っ
て
、「
私
」

の
富
士
山
に
対
す
る
認
識
が
揺
ら
い
で
い
る
の
を
読
ん

で
、
も
の
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。

・
私
た
ち
は
勝
手
に
こ
れ
な
ら
ば
こ
う
だ
ろ
う
と
決
め
つ

け
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
富
士
山
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
こ
と
に
対
し
て
も
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

い
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
富
士
山
を
知
ら
な
い
人
が
考
え
た
富
士
山
と
見
た
こ
と

が
あ
る
人
の
考
え
る
富
士
山
の
認
識
の
違
い
が
見
て
い
て

な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

・「
私
」
が
、
義
兄
と
の
会
話
に
よ
っ
て
富
士
山
に
対
す

る
感
情
が
変
化
し
て
い
く
の
が
分
か
っ
た
。

・
義
兄
の
言
動
に
よ
っ
て
、「
私
」
自
身
の
富
士
山
に
対

す
る
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
り
と
て
も
面

白
か
っ
た
。

・
自
分
が
こ
れ
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
覆
さ

れ
る
こ
と
は
、
考
え
て
み
れ
ば
も
っ
と
身
近
に

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
少
し
意
識
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

・「
私
」
の
富
士
山
に
対
す
る
思
い
が
変
わ
っ

て
い
っ
た
よ
う
に
、
違
っ
た
意
見
を
持
つ
人
と

出
会
い
、
様
々
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
自
分
の

考
え
も
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
思
っ
た
。

７　
ま
と
め

読
後
の
感
想
で
「
義
兄
に
本
物
の
富
士
山
を
み

せ
て
あ
げ
た
い
」
等
が
多
く
な
り
そ
う
な
作
品

だ
っ
た
が
、
前
記
の
通
り
の
感
想
を
持
っ
た
生

徒
が
多
く
い
た
。

文
学
作
品
に
限
ら
ず
、
文
章
を
読
む
こ
と
は
、

多
様
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と

に
相
違
な
い
。
そ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識

し
た
授
業
で
あ
っ
た
。

   

教
文
会
議　
当
面
の
日
程

７
月
20
日　
　
常
任
委
員
会

７
月
27
日　
　
第
２
回
教
文
運
営
委
員
会

７
月
27
日　
　
第
３
回
総
合
研
究
会

　
　
　
　
　
　
「
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
を
考
え
る
」

８
月
16
日
～
18
日　
　
教
育
の
つ
ど
い
（
全
国
教
研
）

９
月　
　
　
　
　
　
　
教
育
課
程
研
究
協
議
会

※
24
年
度
は
、
支
部
教
研
が
８
月
よ
り
始
ま
り
ま
す
。


